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1.1.1.1. 諸言諸言諸言諸言    

1111）））） 研究の研究の研究の研究の目的目的目的目的    

本研究の目的は，定年退職後，系列企業以外での就業（転職または起業・自営）というキャリアを選

択したホワイトカラーの女性を対象に，質的調査を行い，定年退職前のキャリアとの関連において，定

年退職後のキャリア選択に影響を与える要因を明らかにすることにある．  

2222）））） 先行研究のレビュー先行研究のレビュー先行研究のレビュー先行研究のレビュー    

定年退職後のキャリア選択要因やその後の仕事に対する満足度に関して，男性についての調査・

研究はいくつか行われているが，女性については殆ど行われていない． 

3333）））） 研究の実践的意義研究の実践的意義研究の実践的意義研究の実践的意義    

本研究の実践的意義は, 1986 年の雇用機会均等法の施行から 26 年が経過し，今後, 増加するこ

とが予測されるホワイトカラーの女性定年退職者のキャリア選択における問題提起や支援および，企

業側の人的資源管理についての示唆を得ることができるものと考える． 

2.2.2.2. 研究方法研究方法研究方法研究方法    

1)1)1)1)    調査対象調査対象調査対象調査対象    

対象者は，定年退職後, 系列企業以外での就業（転職または起業・自営）を選択したホワイトカラー

の女性 6 名である.  

2)2)2)2)    調査方法調査方法調査方法調査方法    

半構造化された質問紙による個別面接法で実施した．調査期間は，2012 年 8 月～9 月である． 

3)3)3)3)    分析方法分析方法分析方法分析方法    

分析方法は，修正版グラウンデット・セオリー・アプローチ（M-GTA）¹⁷⁾である．分析テーマは，「女性

定年退職者の退職後のキャリア選択要因が形成されるプロセス」であり, 分析焦点者は，「定年退職

者後, 系列企業以外での就業（転職または起業・自営）というキャリアを選択したホワイトカラーの女性」

とした． 

4) 4) 4) 4) 倫理上の配慮倫理上の配慮倫理上の配慮倫理上の配慮    

桜美林大学倫理委員会の承認を得た上で, 必要な配慮を行った． 

3333．結果．結果．結果．結果    

    本研究では，定年退職後，系列企業以外での就業（転職または起業・自営）というキャリアを選択し

たホワイトカラーの女性の場合，その要因として，定年退職前のキャリアとの関連において，以下の 3

つの特徴が見られた． 

一つ目は，既婚，未婚，子供の有無関わらず，現役時代は，仕事にのめりこみ精神的にも時間的に

も仕事優先の人生を選択していた．その上で，定年直前ではじめて退職を意識すると，現役時代を評

価し，やりきった感としての強い自己肯定感を持っていた．この背景には，自分の有用感，仕事の適

合感，財産となったつながりとしての人間関係がある．一方で，このままのやり方で仕事優先の人生を

続行するのは精神的にも身体的にも困難である，もしくは続行すべきではないという思いを得ていた．

この背景には，組織における自分の位置づけや役割，心身のバランス，家族との関係において変化

が起きているという現状を，冷静に認識する機会を得たことがある．これらにより，雇用延長や再雇用

など系列企業での就業を選択することなく，企業側から与えられた外発的要因としての定年という機会
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を活用し，一旦，仕事優先の人生に区切りをつけ，人生を軌道修正していた． 

二つ目は，定年退職により何が終わり，何が始まったのかという現実に起こっている事実と向き合っ

た上で，改めて，内発的な動機として，定年退職後だからこその仕事の目的を見つけていた．その目

的とは，本当に好きな仕事だけの追求，仕事ならではの緊張感をほどほどに得ることによる充実感の

確保，一企業の範囲を出た分野での有用感の確保である．この背景には，現役時代に経験した顧客

への役立ち感や，困難を乗り越えて得て来た仕事ならではの達成感があった．また，現役時代には充

分にできなかった地域社会活動や余暇活動にも意欲的に参加した上で，そこでは得られない仕事な

らではの緊張感がもたらしてくれる目的も見つけていた．これらの仕事の目的は、系列企業での就業

によっては成し得ることが困難なものであり，精神的にも身体的にも健康によい影響をもたらすもので

あった．更に，長年に渡る適合度の高い仕事優先の人生を送って来たからこそ体感し得た仕事ならで

はの意味づけを持っているからこそ見つかったものであった．これが，改めて就業というキャリアを選択

するという意欲につながっていた.  

三つ目は，新たに見つけた仕事の目的を実現するために，必要な技能の確認と更新を行うと共に，

就業実現のための機会を引き寄せる行動を起こしていた．この背景には，現役時代に身につけた技

能への自信と共に，外部環境変化やつながりの重要性への認識があった．  

以上の特徴より，本研究では，ホワイトカラーの女性の定年退職までの長期間に渡るキャリアが，定

年退職後のキャリア選択要因として影響を及ぼしていることが明らかになった．    

3.3.3.3. 考察考察考察考察    

本研究の結果は，次の先行研究の知見，すなわち，田尾ら⁸⁾の「仕事の自信が大きいほど定年後の

就労意欲が高くなる」，奥津⁹⁾の「定年後の職業生活を充実するためには仕事の中に価値を内発的に

見出す能力が必要である」，奥津¹¹⁾の「55歳以降の教育訓練が就業確率にプラスの影響を与える可能

性がある」，徳田¹⁵⁾の「女性の定年退職後の再就業理由は内発的な動機が強い」を支持するものであ

った．尚，定年退職後，系列企業以外への就業を選択した要因の性別による差や，系列企業での就

業を継続した人と系列企業以外への就業を選択した人との要因の差については，その先行研究の少

なさからも限定が困難ではあるが，高木²⁰⁾の「企業における定年後の雇用継続の有無や環境条件設

定の決定における目に見えない選抜の影響の存在との関係」を指摘する知見との比較より，内発的動

機の有無または大きさおよび，定年退職前の組織との相互作用についての調査・研究が，今後，必要

であるものと考える． 

以上の研究の知見を現実におけるホワイトカラーの女性のキャリア形成プロセスに生かすとすると，

次の 2 点の提案ができる．まず，定年をキャリアのゴールとして捉えるのではなく，定年退職後のキャリ

アという長期的視点を持ち、自分の定年退職までのキャリア形成を考える必要がある．次に，企業側も，

定年までの長期間に渡る雇用関係が，定年退職後のキャリア形成要因に大きな影響を及ぼすことを

念頭に置いた長期的視点に立った人的資源管理が必要である． 

最後に，本研究においては，対象者が限定的であるため，結果の一般化には慎重である必要があ

ることを指摘しておく． 
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